
　　　　

令和７ 年 3 月 14 日

火～金曜日  ９ 時 ００ 分から １８ 時 ００ 分まで あり なし ※送迎範囲要相談

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 ・見守りや指導を必要とする児童に対し、日常生活における様々な知識を習得しながら、安心安全に過ごせるよう適切な支援を行う。

事業所名 にじいろキッズ　（放課後等デイサービス） 作成日支援プログラム（参考様式）

・物の機能や属性、形、色などが変化する様子に気づいたり発見したりしながら、自分に入ってくる情報を適切に処理出来るよう支援する。
・時間や数字、文字、天気、日付けなどについての理解、またルールのある遊びやゲームなどについての理解を深めながら、認知や適切な行動の手がかりとして活用できるよう支援する。
・戸外活動や散策を通し、季節の移り変わり等への興味関心を高める。

・伝える側と受け取る側との人間関係や、その時々の状況を把握できるよう、時には支援者が仲立ちをしながら、場や相手の状況に応じてコミュニケーションがとれるよう支援をする。
・一人一人の特性に応じた読み書き能力の向上を支援する。
・周囲との言葉や動作、表情、視線などでのやり取りにて、思いや言葉の表出、受容。また、自分なりの表現方法で伝達できるよう支援する。

・子どもが周囲の人や環境、自分に対し安心感、信頼感を持つことが出来る様支援を行う。
・遊びを通し、社会性の発達や対人関係の構築を支援する。
・役割分担やルールを守る等を遊びの中で学び、徐々に社会性を身につけ仲間づくりや集団活動が出来るよう支援していく。
・情緒が安定したり他者の気持ちを知ったりしながら生活できるよう支援する。

支援方針

(１)地域の枠を超えた子ども同士が集まり、新たな仲間づくりや様々な集団生活に適応する力を養う。(２)周囲とのやりとりを通して、場面に見合った言葉や会話が身につくように支援
する。(３)実体験を通し自分で出来ることを増やす。(４)様々なを経験を通し、自信や満足感を得ながら自己肯定感を高める。(５)ご家族に寄り添い、連携を図っていく。(６)ほめ育に
努める。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・４月ー個別面談　・5月ー母の日参観　・６月ー虫歯予防週間/避難訓練　・７月～８月ー夏祭りお楽しみ会　・９月ー引き渡し訓練　・１０月ーハロウィンイベント
・１１月ｰ働く街の方へ感謝デイ　・１２月ー避難訓練　・１月ー新年おもちつき大会　・２月ー節分(豆まき)　・３月ーひな祭りお楽しみ会/避難訓練

（別添資料１）

家族支援
・保護者の思いに出来る限り寄り添いながら、ご利用者についての細やかな情
報共有に努めつつ、定期的な面談の計画、実施に努める。 移行支援

・保護者の方の同意を得た上で、各関係機関との共有、連携体制を整え
る。

地域支援・地域連携

・保護者の方の同意を得た上で、在園している小学校等、各関係機関との情報
共有、連携に努める。 職員の質の向上

・専門的な知識や情報をより多く習得する為、積極的に外部研修参加。
・日々の支援状況共有会議、定期的な事業所内研修実施(危機管理、衛生
管理、虐待防止、身体拘束、苦情対応、送迎マニュアル等について)。

支　援　内　容

・健康な心と体を育て、安全安心な生活を作り出すことを支援する。
・食育活動を通し健康な生活の基本となる食に関心を持ち、偏食が少なくなったり楽しく食事ができたりするよう支援する。
・衣服の着脱、身だしなみの整え方を身につけ、清潔に過ごせるよう支援する。

・遊びを通して視覚、聴覚、嗅覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援する。
・日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や動作の改善及び習得、筋力の強化などを支援する。
・感覚の過敏や鈍麻など感覚の特性を十分に考慮した環境調整を支援する。

本
人
支
援


